
75.梅ノ木石持仏
ょのイi.!JII.については、ここを通る人j主{立、野IJ段%に

とめること L なく 、単なる;rj~と思いこみ、ためらう

こともなく、路iれするおのヒに版・をおろし、長tiJ;・'(をl吸

いながら、仕業の疲れを怒していたことが、しばしば

あったという 。

然し ζ の Aλ~.(のイI塊{主、たまたま桜例区波内にあ っ

たl刻係 l二、当然Jrll.1) I徐かれるべきものであ った。1977

年9J1末日、この行ほの品J1り起こし作業が無j主作に行

われていたが、ょの Ij.ÿ;~外ながらたを臼喰したのであヮ

た。 それはこのイí~のー(IlII耐に地級315械が~I まれてい

たことで、今の今までJfU注な;{Iとのみ思いこみ、能け

ない扱いをしていたらのが、たちまち騰さ且つおのの

き、態伎はー|嫌にして改まり、早々他所に{反安:泣きiL、

お花が供えられた.Mくて円11キはすぎ税制11終了をまっ

て、闘の 8点に糾安定iされて今日に及んでいる。

ょうした揃起こし作業が行htLて1mbない10月8円、

ことの次第を11日き現場に必:き、早i率拝見に及んだ所、

;ri仏はひどく風化しているが、花総i特製のものであゥ

た。その形状1;1:、千平jm一般に見られるむのとは埋まか越

を jもにし、例IJ~: 形状に ILI. げられ fill民Ji )f3の桁I

現イI: V，~下に fr{~i!tされている石村{止、そ の数35)，~とい

われているが、u.!1ニ;段j!i:(1977) ~i:i:ぷ H汀において b ~t. r羽

岩波の11桁裁の出土を~.!.たのである(村身は今のとこ

ろ発見されていなし、)。

i1!し、此度の.'!.I こi二品については 、 !i!に ~Î給としての

みのi件数でなく 、仏像の彫刻(勿;ぉiit伶1;11長ーIltのむの)

されたが村fムとしてのねi数の形で出土した Lのである.

従ってこの際、;rj打1・そのむのについて、調子t究明され

るべきは当然のことながら、行総{ムとなっている点に

ついて L、i:l::iJ.すべきとニろがあるようにJ思われる。

然しょの点については今後の研究をまたねばならない@

なおこの7li桁の1'，.f:{J;を、 :1¥土地の地名、線/本を}ば

して 、梅ノ木;{j十I';仏 と仮狗:させてもらっておく 。3究者
よろしく i放とさnたい。

主幹い今回;j>:誌のi'tif(なる紙i耐を、持m・ずる機会を与

えられたので、此処では丸山氏 と彩、の制音色や所J.!.を 2

-3 の 。J~柄について、 j長峨という形で、)1:

〈説~fi';m 'ft に 、御紛介11 1 しあげたい.

さて 、 巻ぽiの閣は、 ~i! :EDIT大字川守に所

以する小=+侮 ノ本と l呼{まれる1析を'1'心 とし

た問であるが、図の世11<、この十fl}ノ木{立、

J.Ir}J'に被する叶?野山々系と、凶Jiにl凝する
‘ a 、~‘ -n型f川 との1111にある 』制緩のJ也で、1977.f1ミか

らJ978.1:r:.にわた って、lh場料ij1J(~fわれた
が、その撚1iil作条・中l品、聞の A... ';':からよの

石fl'ifムがTh!1)起こ されたのである。

ょのA点{ま、その東南約60mの山手には

:必I也があり、 χW:fJ*(J50mのUJ憾には甘iJ{t

跡がある .Uiに-It}i約 300mには拘創造王

与があ 1)、その1[(<-表には通称~'W路 と H千

l!iLる山i立が、W:凶にiiuじ、 X策!日1Iに1;1幾

裁かの古Jj{がi汝イEしている。
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で、ーはしてイi似のfj_であるよとが賎しとられた.ニ

tLのふ宇紺!なよとについては、 1をf，t:tll11flされるが、ただ

よの地イト十官身IHUiらなか吋 t:..かつてはよ TJ益を具

えた行総があ ったと思われるよとは、このi対j!i:に数多

〈の出績があることによ勺てゐ、領かれる所である市

仏像はこうしたイitlì~外1(IÎ中央1，:::+ リに怜円形の彬

込みを作り‘そのけ.:ニ .'I~I勾.:I~リに iE伐されて、・るが、

成年。こわたる風化のため、 J;;f{iI主将糊として‘耳目を

弁別することはH1*な、、.たた錫H.をねつ主{象姿のt也

iol~事政であるニと l士、枇げなからも!滋じとられる。(※}

2 

村正ノイーの行総11、と H判ふされるこの地蔵 11 、伐有:1l~70

cm(縦)X80('m(倣)X23rm(仰さ)をl11')る{E尚治製有給の

般の外lúi に刷~M~ tlておリ、その'J，dfii は !~(I~にわたゐ

j並:l1じのためかなりいたんでいて 、わずかに似の輪車1Iを

とどめるにj必きない，またイi桁み I'If本の大きさは、 iょ

下と-)iの1"1)Jilを欠いているため1~ 1If1である。

{~I.t 1，仰のUi.Uにiのって1彫込.th、1"1Uli rt'央より ，;'，

かつてんてにやや)'，'<*，ているように見うけ九 HQ.そ

の-，''f l~ に tÛl と L 後'，"f とも釦 f とれる判仰の作どり
がなされている. 主た ζ hl:L\'f.ぬと.fí~ill'J され、右府上

方よリ左下Hへ斜似合持っているもの E足、われる。

このような化l幼れをtii付とする"'{i防の出上例{卓会闘

においても桜めてま tlで、ましてやlt尚宏1-:#;材とす

る行総{ムとなると、 ttrl?iのように{tt闘でも布教の石防

仏出土地にさえその尚1~';'f刊をは乙・ぃ Lか L近江にお

いては、 6lll:紀後処lUIに唱で tニ誕民むから花伝~6へと

。 700剛

石本宮実測図

いうイーi似斗.u'(にJ;けるi1， [ Iナベ主変化か必めらil(i i，)、

;5:江間の火、[~を{ヒi品岩製の石村が，Iiめている . 従ヮて

よれをみ十fとした万給11.1)(.fJ!. il/:.:J~I.t l4iめて自然に受

It とめられるものと.~.わtLゐ .

ちなみに、この侮/l'のイ{相川、の他にI刊を掲げるな

らば、大ilt市崎;{4正直Ir街 (1日I'!~詑米i!!! .~1にあるアミダ三作

米迎石棺{ムIJ'知られている. ニのイiI'fr lL./.t J .何1Il(縦}

XJ.Jm(検)XO.15m(l引き )の訂桁花を鰍{まにし、そこ

に三体のアミダ{ムカ・彫刻してあリ.むろん化l必おそtii

村とする石村である .

(i.主) r立Q;b自立:JjA...m312り:-rj!fiL1i織の J，~礎的研究ー

j!i:江 ・大仰の.{I fi'jとその (i:r.J.I!卜Jj J )LIIJ 也・['

(>lOlO 
3 

I.IJ ニヒ ~j'( .'~~総

;(，析~:t'i:の抗I~ リ起ζ・された j山l.~ よ 1 ) ~Uじおよそ 15mの

ところにある、 IlImt似部の['干起した11M引い[Iilrょ'}:1¥ j二

した ~J1ili総1\' である(小ぷノ 1: l. Tl':集計である小成木

二郎氏(第 lflìj鉄~ì(nJ t.J:ニれずて'に(111リ取られた!j，jJ実

場 所 が7[;米市Jftでありたよ .jIニ忠われるとされる。

係*された土保Jrはすべてm.'.!!.協で 9ぷである。

そのうち、占Jj"tP，Hにわけても石怜の ~:i~に説当する

6i!t紀後半の LのIH(..(tとして 3.o:が知1"，iLる.

また、のl~P.~代の tf.(t . ~('"l.iJ~・み l 点、 'r'iJ:負担年代以

降の~.ぎ正~I.it.ll自主Jγ4点である.

最j庄の 'ð"t伐の調 ft て It 、 i!H炉、あるいは"~f11 1fl .転

用:7)ためかjIj!J¥時代以降のj遺物が市Jliの中から発見さ

n
L
 



". 

1.竜王寺、雪野寺廃寺跡と雪聖子山(碕から) 2.竜王寺とほ場整備のすんだ農道(ニの幾道のつきあたり左手に石棺)

3.古墳跡? 4. 古墳跡?と石棺出土地点(~から) 5.石棺登よ簡と刻まれた地蔵書事 6.石棺笈斜側面

7 .石棺室主義斜側面 8.出土須恵器
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れることむある.しかし、これらj立物をすべて己iJftと

関係付けるよりもその他の泣跡との反復関係もあるか

ら知れない。

4 

むすびにかえて

j!1:江でも jはも ;.r-r，な'す担1':;.'Nm寺跡のI'GflllJと1何slIJの一

方がh!ilt.必桜備で大きく開発されたが、それにともなう

遺跡、の調先11取り組めていない。

しかし、この変貌する古代的対観をあらゆる物的証

拠で保存し、記f;kすることに悦熱を燃やされている小

森太三郎氏によって、災cffiな遺物がこの1J1:の人の記憶

にとどめられるニとになったニとに1菜、吋必激を.ftえざ

るを得ない。

'~Il.野守:1発靖国z跡の北、東側に‘1;1:眼下でも凪指の大脱税

な縦穴式:(i袋がrm口している。当然このJ也肢を治めた J 

1守録の.f，~に相liiÍlない。このような 1可 l毛1t~の場イ子、 e必ず

といってよい位、以下でも数少ないイ7総持法がみう It

らIlる.

:ri特に~~られた人物はど;二{こで L いたわけではない
.U.:AAt句 t.......uと

のである。悶i1iクラスを市顕に村riクラスまでである。

しかし、こめ不[給作リの工人 L またその~;，æ;，院を示すか

のようにイf絡に-~られた例があると々えている。

いずれにせよ、開発が終わり、出土位訟の状況L不

明なまま、この-itm~:ri紛が二次的な資料に終わった
ことを有給被通事者にわびつつ、石本Liが*.，kくこの r袋

五l~品」の路傍に{呆千Fさ hる二とを;念じて 'ïtをおく。

(※※※ ) 

(※小必太三良1) ~提※石総正樹 ※※※丸山首!'11.) 
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